
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

9 月 30 日卓話報告 

 

 
  

NPO 法人ハーベストでは、これまで数多くの県内の中学校・高校の進路指導・

キャリア教育をサポートしてきました。大学のキャンパスを市民に開放して行う

『せんだい・みやぎオータムセミナー』や、県内中学・高校で実施する『キャリア

セミナー』を通じ、これまでの 2 年間に 750 名以上の市民の皆さんのお力をお借

りし、延べ 13,500 名を越える中高生に将来や仕事、生き方について大人と話し

合うことのできる場を創り出してきました。 

―オータムセミナー・キャリアセミナーの目的・・・「生きるすべ」を教える学校で様々な「生きるかたち」を伝えたい！ 

「生きる手段」としての勉強を教えられる一方で、どのような「生き方」があるかという事は、知る事が出来ない…現

在の学校の抱える課題はまさにここにあるのではないでしょうか？学校という枠組みだけでは知ることのできない、多

様な分野で活動している沢山の人々に出会うことによって、今まで思ってもみなかった興味や関心が湧いてきたり、

いろいろな世界を知る事で自分の中に隠れていた可能性に気づく事ができる。「なぜ学ぶのか？」を知る事ができ

る。進路を考える中学生・高校生にとって非常に価値のある体験になります。 

―オータムセミナー・キャリアセミナーのスタイル― 

・一人の講師に対して、5～15 名程度の受講生と対話をしながら講師にお話頂くスタイルで、テーブルを囲むガイ

ダンス方式。・キャリアセミナーでは、受講生へ事前に受講希望調査を行い、希望する講座を選んで受講します。・1

コマあたりの時間は 45～50 分くらい。講義 40 分+質疑応答 5～10 分くらいの構成。・50 分間のコマを 2～3 コマ実施

します。受講生が入れ替わり、講師の皆様には対象生徒を変えてお話頂きます。 

 

 こうしたセミナーの開催を希望する声は続々と増えており、一人でも多くのお力が必要になっております。次世代に

何かを伝えたいという意気込みの方のご連絡をお待ち致しております。 

 

10 月は米山月間です「米山記念奨学金」 
 

日本で学ぶ外国人留学生を支援する、日本の全ロータ

リークラブによる「多地区合同奉仕活動」です。これまでに

支援した奨学生は 109 か国 1 万 3,902 人にのぼり、日本の

民間奨学財団では最大規模です。 

 “日本ロータリーの父”米山梅吉氏（1868-1946）の没後、

彼の功績を偲ぶために何か有益な事業を、という声がロー

タリアンから上がりました。 

 「世界に“平和日本”を理解してもらうためには、まずアジ

ア諸国の理解を得なければならない。アジアから一人でも

多くの留学生を迎え入れ、平和を求める日本人と出会い、

互いに信頼関係を築くことこそが、日本のロータリーに最も

ふさわしい国際奉仕事業ではないか」。こうして東京ＲＣで

始められた「米山基金」が、全国ロータリークラブの合同事

業として広がり、1967 年 7 月、文部省（現文部科学省）から

財団法人の許可を得るに至りました。2007 年度は、財団設

立 40 周年を迎える記念すべき年でした。 

 米山奨学事業の特長は、世話クラブ・カウンセラー制度

によって、奨学生一人ひとりが日本での留学生活において

精神的な支えを得、かつロータリー活動に密着することが

できる点にあります。ロータリーが求める平和の精神を胸に

刻んで巣立った元米山奨学生には、韓国駐日大使やスリ

ランカ警察庁長官、ネパールの女性職業訓練センター

所長のほか、韓国・台湾でガバナーを務めた人もいま

す。元奨学生を中心に組織される米山学友会は海外を

含めて 27 あり、災害時のボランティア活動やシンポジ

ウムの開催など、社会に貢献する活躍をしています。 
ロータリージャパンＨＰより抜粋 

10 月は職業奉仕月間です「職業奉仕」 
 

「職業奉仕」という言葉は耳慣れないと思いますが、ロー

タリアンたちが一番大切にしていること、それが「職業奉仕」

です。ロータリークラブは、企業経営者、専門職といった職

業人の集まりです。会員は、それぞれの職業を代表してク

ラブに入会します。 したがって、会員候補者は、その時点

で既にその職業において高い見識と業績を積み上げてき

ていますが、そういった人々が集まって切磋琢磨し、さらに

職業倫理の向上に努める、というのが、ロータリーにおいて

の職業奉仕の基本です。 また、自らの企業や専門職に関

しての知識や技術の向上と発展、顧客満足、従業員やそ

の家族に対しての責任、社会に対しての責任など、例会を

はじめとするさまざまな会合ならびに奉仕活動を通して互

いに学び合い、自らの職業において実践すること、これも

職業奉仕です。 「四つのテスト」は、ハーバート・テーラー

というアメリカのロータリアンが、ある企業の再建を引き受け

たときに考えた企業の倫理的指針です。彼は、これによっ

て見事にその企業の再建を果たしました。それ以来、ロー

タリアンたちに職業倫理の指針として広く愛用されていま

す。 さらに、職業奉仕には、自らの職業や職業における

専門知識を通して、地域社会や国際社会に貢献するという

考えも含まれています。 

第 5 回 宮城野ＲＣゴルフコンペ 
日 時：10 月 28 日（木）8:05 スタート 

場 所：泉パークタウンゴルフ倶楽部 

参加費：3,000 円 表彰式は夜間例会にて 

出欠は事務局まで。詳細スケジュール・ 

メンバー表は後日ご案内致します。 


